
　
現
在
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
第
二
次
大
戦
で
の
全
国
の
被
災
状
況
を
紹
介
す
る
「
国
内
各
都

市
の
戦
災
の
状
況
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
た
め
に
、
恩
納
村

の
戦
争
、
戦
後
の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
２
回
に
わ
た
っ
て
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
恩
納
村
の
戦
争
を
知
る
一
助
と
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。（※

本
文
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
掲
載
に
あ
わ
せ
「
で
あ
る
」
調
で
統
一
し
て
い
ま
す
）

１
．
沖
縄
戦
前
夜

　
１
９
４
４
年
８
月
か
ら
恩
納
村
に
も
日
本
軍
部
隊
が
村
内
各
地
に
駐
屯
し
て
い
た
。
第
24
師
団
歩
兵

第
32
連
隊
の
本
部
が
山
田
国
民
学
校
に
お
か
れ
、
各
集
落
の
学
校
、
公
民
館
、
民
家
な
ど
に
大
隊
、
中

隊
が
配
備
さ
れ
た
。

　
第
32
連
隊
の
「
戦
闘
指
導
要
領
」
に
は
米
軍
が
沖
縄
島
西
海
岸
か
ら
上
陸
し
て
き
た
際
の
戦
法
が
明

記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
水
際
で
撃
退
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
方
針
に
も
と
づ
き
、
村

内
に
ト
ー
チ
カ
と
よ
ば
れ
る
陣
地
や
、
壕
が
つ
く
ら
れ
、
現
在
も
こ
う
し
た
戦
争
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
陣
地
構
築
作
業
は
、
米
軍
の
上
陸
を
１
９
４
４
年
の
12
月
と
予
定
し
、「
昼
夜
兼
行
」

の
突
貫
作
業
で
す
す
め
ら
れ
た
。
陣
地
構
築
で
必
要
な
坑
木
を
確
保
す
る
た
め
に
、
恩
納
岳
や
周
辺
の

山
々
か
ら
松
を
は
じ
め
と
す
る
木
々
が
次
々
と
伐
採
さ
れ
て
い
っ
た
。
伐
採
し
た
木
は
腐
ら
な
い
よ
う

に
国
民
学
校
の
生
徒
た
ち
が
皮
を
は
ぎ
、
そ
の
後
製
材
し
た
材
木
は
住
民
の
馬
車
も
動
員
し
、
南
部
へ

運
ば
れ
て
い
っ
た
。
王
府
時
代
、
恩
納
村
の
木
々
は
保
護
育
成
さ
れ
美
林
を
保
っ
て
い
た
が
、
陣
地
構

築
の
た
め
に
こ
と
ご
と
く
伐
採
さ
れ
消
滅
し
た
。

　
第
32
軍
の
現
地
自
給
の
方
針
の
も
と
、
沖
縄
島
北
部
10
村
（
名
護
町
、
恩
納
村
、
金
武
村
、
久
志
村
、

東
村
、
大
宜
味
村
、
国
頭
村
、
今
帰
仁
村
、
羽
地
村
、
本
部
町
）
か
ら
物
資
を
集
め
る
仕
組
み
が
整
え

ら
れ
て
い
っ
た
。
第
32
野
戦
貨
物
廠
と
い
う
部
隊
が
国
頭
地
方
事
務
所
を
通
じ
て
、
野
菜
、
甘
藷
、
果

◇
字
恩
納
自
治
会
　「
恩
納
字
誌
」　
２
０
０
７
年

◇
恩
納
村
　「
恩
納
村
誌
」
１
９
８
０
年

◇
恩
納
村
　「
恩
納
村
誌
　
第
一
巻
　
自
然
編
」
２
０
１
４
年

◇
広
報
お
ん
な
　
２
０
１
６
年
・
２
０
１
８
年

◇
恩
納
村
遺
族
会
　「
恩
納
村
民
の
戦
時
物
語
」
２
０
０
３
年

◇
恩
納
村
博
物
館
紀
要
第
10
号
（
２
０
１
８
年
）・
第
11
号
（
２
０
２
０
年
）

◇
高
島
勇
之
助
「
霞
城
連
隊
の
最
後
」　
１
９
７
４
年

◇
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
「
戦
史
叢
書
　
沖
縄
方
面
陸
軍
作
戦
」
１
９
６
８
年

◇
林
博
史
「
沖
縄
戦
が
問
う
も
の
」　
２
０
１
０
年

◇
三
上
智
恵
「
証
言
　
沖
縄
ス
パ
イ
戦
史
」　
２
０
２
０
年

恩納村史

編さん
だより

75

恩
納
村
に
お
け
る
戦
災
の
状
況

（
そ
の
１
）

参
考
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料

実
、
魚
な
ど
の
食
糧
や
砥
石
、
製
紙
材
料
な
ど
の
物
資
を
集
め
、
日
本
軍
に
提
供
し
て
い
っ
た
。

２
．
米
軍
上
陸

　
１
９
４
４
年
12
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
レ
イ
テ
作
戦
へ
投
入
さ
れ
る
た
め
、
第
９
師
団
が
台
湾
に
移
動
し
、

恩
納
村
に
駐
屯
し
て
い
た
第
24
師
団
歩
兵
32
連
隊
は
、
第
９
師
団
の
い
た
南
部
に
移
動
し
た
。
そ
の
後

恩
納
村
を
拠
点
と
し
た
戦
闘
部
隊
は
第
二
護
郷
隊
が
中
心
と
な
っ
た
。
第
二
護
郷
隊
は
国
頭
、大
宜
味
、

東
村
の
15
歳
か
ら
18
歳
の
男
子
を
中
心
に
、
中
頭
郡
の
男
子
も
あ
わ
せ
約
４
０
０
人
の
ゲ
リ
ラ
戦̶

遊

撃
戦
を
展
開
す
る
部
隊
で
あ
る
。
彼
ら
は
名
護
国
民
学
校
、
安
富
祖
国
民
学
校
で
訓
練
を
積
み
、
45
年

１
月
か
ら
恩
納
岳
に
戦
闘
拠
点
を
作
り
始
め
、
３
月
下
旬
か
ら
恩
納
岳
に
武
器
、
弾
薬
、
食
糧
を
運
び

入
れ
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
米
軍
へ
の
遊
撃
戦
を
展
開
す
る
態
勢
を
整
え
て
い
っ
た
。
こ
の
部
隊
を
編

成
し
教
育
し
た
の
が
陸
軍
中
野
学
校
を
卒
業
し
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
ま
た
沖
縄
島
北
部
を
担
当
す

る
国
頭
支
隊
の
も
と
、
戦
争
を
進
め
る
う
え
で
障
害
と
な
る
人
物
、
状
況
を
把
握
し
、
軍
に
報
告
す
る

た
め
に
、
恩
納
村
以
北
の
各
地
域
か
ら
33
人

の
教
育
者
、
議
員
な
ど
の
有
力
者
が
集
め
ら

れ
、
民
間
防
諜
組
織
と
し
て
の
国
士
隊
も
結

成
さ
れ
た
。

　
１
９
４
５
年
３
月
23
日
未
明
か
ら
沖
縄
へ

の
米
軍
の
空
襲
が
は
じ
ま
り
、
翌
日
に
は
艦

砲
射
撃
も
は
じ
ま
っ
た
。
疎
開
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
た
恩
納
村
に
も
中
南
部
か
ら
の
避

難
民
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。
恩
納
岳
に
は
村

民
を
は
じ
め
村
外
の
住
民
が
万
単
位
で
避
難

し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
米
軍
は
４
月
１
日
に
北
谷
、
読
谷
海
岸
か

ら
上
陸
し
、
４
月
３
日
に
は
沖
縄
島
を
南
北

に
分
断
し
た
。
北
部
へ
向
か
う
米
軍
は
恩
納

村
の
海
岸
沿
い
を
進
軍
し
、
４
月
５
日
に
は

許
田
に
到
達
し
た
。
そ
の
途
中
、
米
軍
は
北

部
進
攻
と
同
時
に
日
本
軍
を
攻
撃
す
る
た
め

の
拠
点
を
次
々
と
建
設
し
て
い
っ
た
。
恩
納

村
の
南
側
に
位
置
す
る
仲
泊
以
南
の
集
落
に
避
難
し
て
い
た
住
民
は
、
米
軍
の
北
部
進
攻
と
ほ
ぼ
同
時

に
収
容
さ
れ
、
い
ち
早
く
戦
後
の
生
活
に
入
る
が
、
恩
納
岳
に
避
難
し
た
住
民
は
長
い
人
で
、
約
４
か

月
恩
納
岳
を
逃
げ
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
米
軍
に
つ
か
ま
る
と
ひ
ど
い
目
に
合
う
と
い
う
情
報
を
信
じ
こ
ん
で
い
た
住
民
は
、
容
易
に
米
軍
の

投
降
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
恩
納
岳
に
本
部
を
置
く
第
二
護
郷
隊
は
上
陸
後
の
米
軍
進
攻
を
妨
害
す
る
た
め
、
村
内
に
か
か
る
橋

を
爆
破
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
上
陸
前
に
あ
り
っ
た
け
の
食
糧
、
生
活
必
需
品
を
持
っ
て
沖
縄
島
北

部
へ
避
難
す
る
住
民
は
渡
り
切
れ
ず
、
泣
く
泣
く
手
前
で
食
糧
を
捨
て
、
限
ら
れ
た
荷
物
だ
け
で
移
動

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
避
難
先
で
の
栄
養
失
調
、飢
餓
へ
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

壊
さ
れ
た
橋
は
一
時
的
に
進
攻
を
阻
ん
だ
も
の
の
、
米
軍
は
す
ぐ
に
橋
を
修
復
し
、
米
軍
の
作
戦
に
大

き
な
影
響
は
出
な
か
っ
た
。

　
第
二
護
郷
隊
は
恩
納
村
に
陣
地
、
基

地
を
拡
大
す
る
米
軍
へ
ゲ
リ
ラ
戦
を
行

う
も
の
の
、
次
第
に
戦
線
を
寸
断
さ
れ
、

５
月
末
か
ら
米
軍
の
猛
攻
を
受
け
、
死

傷
者
が
続
出
し
た
。
南
北
へ
の
移
動
が

完
全
に
寸
断
さ
れ
、
米
軍
に
四
方
か
ら

追
い
詰
め
ら
れ
、
蓄
え
て
い
た
食
糧
も

尽
き
て
い
く
中
、
第
二
護
郷
隊
は
６
月

２
日
に
恩
納
岳
か
ら
撤
退
し
た
。
負
傷

し
て
動
け
な
い
患
者
は
そ
の
ま
ま
放
置
、

も
し
く
は
そ
の
場
で
銃
殺
さ
れ
た
隊
員

も
い
た
。

　
嘉
手
納
の
中
飛
行
場
、
読
谷
の
北
飛

行
場
か
ら
移
動
し
て
き
た
特
設
第
一
連

隊
の
隊
員
に
も
多
く
の
戦
死
者
が
出
た
。

そ
の
後
、
沖
縄
島
北
部
で
の
遊
撃
戦
へ

移
行
す
る
た
め
に
生
き
残
っ
た
隊
員
が

東
村
有
銘
ま
で
移
動
す
る
が
、
７
月
16

日
、
岩
波
隊
長
か
ら
解
散
を
命
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
散
は
命
令
か
ら
解
か
れ
る
こ
と
で
は

な
く
、
故
郷
で
命
令
が
あ
れ
ば
米
軍
へ
の
反
攻
を
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
、
待
機
し
て

お
く
こ
と
で
あ
っ
た
。（
１
月
号
へ
つ
づ
く
）（
瀬
戸
）

　
　

し
ょ
う

字仲泊のガマから投降し、米軍に収容される住民

恩納部落を焼き払いながら進攻する米軍

平和の礎に刻銘された戦没者の字別一覧
（2020年 6月現在）

※１　1931 年の満州事変に始まる 15 年戦
争の期間中に戦争が原因で亡くなった
人、戦争が原因で戦後亡くなった人

字 戦没者数 備　考
名嘉真 １３０
喜瀬武原 ５２
安富祖 １０５

瀬良垣 ８９ 瀬良垣地番の太
田含む

恩　納 ３５９ 恩納地番の太田、
南恩納含む

谷　茶 １１５
冨　着 ４８
前兼久 ８２
仲　泊 １４２
山　田 １９５

真栄田 １５６ 真栄田地番の塩
屋、宇加地含む

合　計 １, ４７３ ※１
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